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一般会計

◆◆ 一般会計決算 ◆◆３

歳入総額

115億 9402万 2779円

福
祉
施
策
実
行
を
評

価
。引
き
続
き
施
策
の

実
行
を

日
本
共
産
党

　
共
産
党
議
員
団
と
合
意
の
①
こ
ど

も
医
療
費
中
学
３
年
生
ま
で
︵
入
院

分
︶
無
料
化 

②
介
護
保
険
利
用
料
助

成

か
ら

へ
拡
大 

③
妊
婦
健
診

無
料
の
拡
大
な
ど
福
祉
施
策
等
の
実

行
を
評
価
し
賛
成
。
引
き
続
き
福
祉

施
策
の
中
学
３
年
ま
で
通
院
無
料
化

や
介
護
保
険
利
用
料
助
成
の
対
象
者

拡
大
、
小
型
循
環
バ
ス
の
導
入
な
ど

を
求
め
た
い
。

住
民
誰
も
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
施
策
の

推
進
を
、さ
ら
に
要
望

す
る

21
ク
ラ
ブ

　
厳
し
い
経
済
状
況
下
に
あ
り
な
が

ら
、
町
税
は
若
干
の
増
加
を
し
た
。
こ

の
よ
う
な
中
、
高
齢
者
に
配
慮
し
た

公
民
館
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
、
弱
者

対
策
の
手
話
通
訳
者
養
成
、
子
育
て

支
援
事
業
の
新
た
な
学
童
保
育
室
設

置
、
教
育
環
境
の
充
実
を
図
る
学
校

耐
震
化
等
、
多
方
面
に
わ
た
る
住
民

ニ
ー
ズ
に
的
確
に
応
え
た
施
策
を
評

価
す
る
。

　
こ
の
報
告
は
、
町
の
財
政

状
況
を
判
断
す
る
た
め
に

健
全
化
判
断
比
率
及
び
資

金
不
足
比
率
の
審
査
結
果

を
公
表
す
る
も
の
で
す
。 

こ

の
比
率
を
確
認
す
る
こ
と

に
よ
り
、
町
の
財
政
が
ど
の

よ
う
な
状
況
か
を
判
断
す

る
目
安
と
な
り
ま
す
。

　
三
芳
町
の
20
年
度
決
算

か
ら
の
比
率
は
、
全
て
国
の

基
準
を
下
回
っ
て
い
る
の

で
、
﹁
財
政
は
健
全
に
運
営

さ
れ
て
い
る
﹂
と
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

【表の説明】

●実質赤字比率

市町村の一般会計等の赤字の程度を指標化し、

財政運営の深刻度を示すものです。

●連結実質赤字比率

全ての会計の赤字・黒字を合算し、市町村全体

としての赤字の程度を示す比率です。

●実質公債費比率

市町村の借入金の返済分等の大きさを指標化し、

財政負担を見るための比率です。

●将来負担比率

市町村の借入金や将来支払が見込まれる負債分

を指標化し、将来の負担を示すものです。

●資金不足比率

公営企業の事業規模に対する資金の不足額の比

率を示し、経営状況を把握するものです。

健全化判断比率
指　　　標 三芳町の指標 国の早期健全化基準 国の早期再生基準

実 　質 　赤 　字 　比 　率　　－(該当なし) 13.64% 20%

連結実質赤字比率 　　－(該当なし) 18.64% 40%

実 　質 　公 　債 　費 　比 　率 6.9% 25% 35%

将 　来 　負 　担 　比 　率 84.9% 350%　　　　 －(該当なし)　　

資金不足比率
会　計　名 三芳町の指標 国の経営健全化基準

水　道　事　業　会　計 －(該当なし) 20%

下水道事業特別会計 －(該当なし) 20%

財政状況審査結果

1.215

※「−（該当なし）」は、実質赤字、連結実質赤字及び資金の不足がないという意味

財政力指数が1.0を上回れ

ば普通交付税交付金が支給

されない不交付団体となり

ます。三芳町は平成13年度

から８年連続で不交付団体

となっています。

平成20年度

財政力指数
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◆◆ 一般会計決算 ◆◆ ２

歳出総額

108億 9580万 4218円

　
当
町
の
財
政
状
況
は
、
一
定
の
健
全
性
が
確
保
さ
れ
て
い

る
と
認
め
ら
れ
る
が
、
現
在
の
景
気
低
迷
に
よ
り
今
後
の
行

方
は
見
通
せ
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
中
で
も
住
民

学
校
耐
震
補
強
工
事

等
、住
民
の
ニ
ー
ズ
に

応
え
た
内
容
を
評
価

公
明
党

　﹁
１
０
０
年
に
一
度
﹂
の
世
界
的

な
経
済
危
機
の
中
、
普
通
交
付
税

は
不
交
付
と
な
っ
た
が
財
政
状
況

は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ

る
。
そ
の
中
で
、
学
校
耐
震
補
強
工

事
・
上
富
学
童
保
育
室
建
設
・
公
園

築
造
事
業
・
藤
久
保
公
民
館
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
設
置
事
業
・
雨
水
対
策

事
業
等
、
住
民
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら

れ
た
こ
と
を
評
価
す
る
。

問
　
町
税
の
収
入
状
況
と
今
後
の
見

通
し
は
。

答
　
平
成
20
年
度
の
町
税
収
入
済
額

は
78
億
１
５
１
５
万
２
３
９
３
円
。
前

年
度
と
比
較
す
る
と
プ
ラ
ス
３
５
８

３
万
９
８
３
円
で
微
増
と
な
っ
て
い

る
。
今
後
に
つ
い
て
は
、
昨
今
の
景
気

低
下
に
伴
い
法
人
町
民
税
の
還
付
見

込
額
が
増
加
し
て
お
り
、
税
収
低
下
の

恐
れ
も
あ
る
。

問
　
町
が
行
う
随
意
契
約
や
入
札
及

び
契
約
事
務
の
適
正
化
は
。

答
　
各
契
約
は
条
例
・
要
綱
・
規
定
に

基
づ
い
て
行
っ
て
い
る
。
特
殊
性
が
あ

る
も
の
及
び
継
続
的
な
業
務
等
で
随

意
契
約
を
行
っ
て
い
る
も
の
も
あ
る

が
、
今
後
も
透
明
性
を
確
保
す
る
た
め

平成 20 年度決算に関する主な質疑

サ
ー
ビ
ス
向
上
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
町
財
政
が
一
層
の
健

全
化
を
図
ら
れ
る
よ
う
に
、
議
会
と
し
て
も
監
視
・
提
案
し

て
ま
い
り
ま
す
。

努
力
し
て
い
く
。

問
　
Ａ
Ｌ
Ｔ
︵
英
語
指
導
助
手
︶・
教
育

相
談
員
等
の
配
置
状
況
及
び
内
容
は
。

答
　
Ａ
Ｌ
Ｔ
は
、
町
内
の
中
学
校
へ
派

遣
し
て 

日
本
人
の
英
語
教
師
と
一
緒

に
英
語
の
指
導
を
行
っ
て
い
る
。
し
か

し
、
こ
こ
数
年
は
１
年
ご
と
に
人
が
入

れ
替
わ
り
、
児
童
と
の
繋
が
り
が
希
薄

に
な
ら
な
い
か
等
の
懸
念
が
あ
り
今

後
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

答
　
教
育
相
談
員
は
３
名
を
配
置
し
、

児
童
生
徒
や
保
護
者
等
が
悩
み
や
不

安
を
気
軽
に
相
談
で
き
る
話
し
相
手

と
し
て
配
置
し
て
い
る
。
平
成
20
年
度

は
、
延
べ
３
４
０
名
の
利
用
が
あ
っ

た
。

平
成
20
年
度

一
般
会
計
決
算
に
つ
い
て
の
討
論

　
平
成
21
年
第
５
回
三
芳
町
議
会
定
例
会
は
、
９
月
１
日
か
ら
９
月
16
日

ま
で
の
16
日
間
の
会
期
に
わ
た
り
開
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
定
例
会
で
は
、
町
長
提
出
の
議
案
13
件
、
認
定
７
件
、
同
意
２
件

を
原
案
ど
お
り
﹃
可
決
・
認
定
・
同
意
﹄
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、﹁
消
費
税
の
税
率
引
き
上
げ
反
対
を
求
め
る
意
見
書
﹂
の
提
出

を
求
め
る
請
願
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
﹃
不
採
択
﹄
と
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
に
つ
い
て
は
、
９
名
の
議
員
が
２
日
間
の
日
程
で
行
い
、
内

３
名
に
つ
い
て
は
今
回
で
２
回
目
と
な
る
夜
間
議
会
で
質
問
を
し
、
町
政

運
営
や
施
策
に
つ
い
て
幅
広
く
議
論
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　
議
員
提
出
の
意
見
書
は
４
件
で
、
審
議
の
結
果
２
件
が
﹃
可
決
﹄
、
２

件
を
﹃
否
決
﹄
し
ま
し
た
。

平
成
21
年
　
第 

５ 

回 

定 

例 

会
　︹
９
月
１
日
〜
９
月
16
日
︺

今定例会のあらまし
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５ ◆◆ その他の議案 ◆◆

平成21年度 補正予算を可決・承認しました

同　　意
　教育委員会委員の任期満了に伴い、

議会の同意を求められましたので、

両氏を適任と認め同意しました。

松本　薫 氏（再任）

柳　榮治 氏（再任）

　任期：平成 21 年 10 月１日〜

　　　　　平成 25 年９月 30 日まで

〔歳出の主なもの〕

・子宮がん・乳がん検診委託料 875 万 3000 円

・過誤納金等還付金及び還付加算
１億 1270 万円

法人町民税の確定申告に伴い、平成20年度予定

申告納付分の還付見込額が増加したために計上

されたものです。

〔歳出の主なもの〕

・庁舎省エネ照明器具取付け工事
697 万 2000 円

この工事により庁舎の年間電気使用料が 43 万

3629 円減、CO2 削減量が年間 11.7t-CO2 の効果

があるとのことでした。

・（仮称）竹間沢第２学童保育室設置工事
3389 万 7000 円

竹間沢学童保育室の定員を拡大し、今後見込ま

れる利用者増に対応するために保育室を増設す

るための事業です。

・学校ＩＣＴ環境整備事業
２億 1968 万 6000 円

小学校及び中学校にデジタルテレビ・教育用コ

ンピュータ・電子黒板等を整備するものです。

・手をつなぐ親の会補助金 126 万円

役場７階にある「福祉喫茶ハーモニー」の運営に

対する補助金です。

・ライフバスの路線変更に伴う補助金
227 万 2000 円

平成20年第４回定例会で提出された請願の採択

を受けて、ライフバスの路線変更をするための

補助金です。

〔歳入の主なもの〕

・感染症予防事業等国庫補助金 596 万 3000 円

女性特有のがん対策事業に対する補助金です。

・前年度繰越金 １億 1704 万 8000 円

〔歳入の主なもの〕

・安全・安心な学校づくり交付金（国庫補助）
1955 万 1000 円

・学校情報通信技術環境整備事業補助金（国庫補助）

8956 万 3000 円

・地域活性化・経済危機対策交付金（国庫補助）
7086 万 2000 円

・児童厚生施設整備費補助金（県補助）
1408 万 2000 円

一般会計（専決第１号）

一般会計（補正第２号）

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

歳入歳出予算の総額にそれぞれ４億512万6000円を追加し、

予算額を119億5750万円とするものです。

歳入歳出予算の総額にそれぞれ１億2301万1000円を追加し、

予算額を115億5237万4000円とするものです。

H21.11. １　三芳町議会だより　No.134

４◆◆ 特別会計決算 ◆◆

特別
会計

特別
会計

特別
会計

特別
会計

特別
会計

●特別会計の決算 歳　　入 歳　　出 差　　引

国　民　健　康　保　険 38億 4669万 1976円 36億 3606万 5043円 2億 1062万 6933円

老　人　保　健 3億 8067万 8264円 3億 0842万 7319円 7225万 0945円

後期高齢者医療 2億 1955万 7177円 2億 1868万 8295円 86万 8882円

介　護　保　険 12億 2109万 6484円 10億 9979万 0750円 1億 2130万 5734円

下　水　道　事　業 9億 4828万 5154円 9億 1960万 8610円 2867万 6544円

●水道事業会計の決算

収益的収入及び支出 7億 9067万 7906円 8億 0622万 3572円 -1554万 5666円

※当年度純損失（消費税抜き）-1923万8766円

資本的収入及び支出 1億 2928万 2096円 2億 3862万 7650円 -1億 0934万 5554円

※資本的収入額が資本的支出額に不足する額は、過年度分損益勘定留保資金等で補てん

三
芳
町
文
化
会
館
条
例
・

三
芳
町
体
育
施
設
条
例

こ
の
条
例
は
、
文
化
会

館
及
び
総
合
体
育
館
等

の
体
育
施
設
の
管
理
運

営
を
指
定
管
理
者
に
行
わ
せ
る
た

め
に
必
要
な
事
項
を
改
正
及
び
制

定
す
る
も
の
で
、
全
会
一
致
で
可

決
し
ま
し
た
。

三
芳
町
国
民
健
康
保
険
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例

こ
の
条
例
は
、
平
成
21

年
10
月
か
ら
平
成
23
年

３
月
ま
で
の
間
、
出
産

育
児
一
時
金
の
額
を
38
万
円
か
ら

42
万
円
に
引
き
上
げ
る
た
め
に
改

正
す
る
も
の
で
、
全
会
一
致
で
可

決
し
ま
し
た
。

公
益
的
法
人
等
へ
の
職
員

の
派
遣
等
に
関
す
る
条
例

こ
の
条
例
は
、
三
芳
町

高
齢
者
事
業
団
を
法
人

化
︵
一
般
社
団
法
人
三

芳
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
︶

す
る
こ
と
に
伴
い
、
職
員
の
派
遣

等
に
関
し
て
必
要
な
事
項
を
定
め

る
た
め
に
制
定
す
る
も
の
で
、
全

会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

主
な
条
例
の
制
定
と
一
部
改
正

新
規

平
成
20

年
度
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
決

算
認
定
に
つ
い
て

日
本
共
産
党

　
国
保
税
の
値
上
げ
を
し
な
か
っ
た

こ
と
に
つ
い
て
は
評
価
す
る
が
、
こ

の
年
度
も
減
少
し
た
と
は
い
え
１
０

９
世
帯
に
資
格
証
明
書
を
発
行
し
た

こ
と
は
問
題
で
あ
る
。
今
後
、
大
幅

に
減
ら
す
方
針
が
打
ち
出
さ
れ
た

が
、
国
保
法
等
の
精
神
に
基
づ
き
医

療
の
給
付
と
税
の
徴
収
は
切
り
離

し
、
被
保
険
者
す
べ
て
に
交
付
さ
れ

た
い
。

平
成
20
年
度
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計

決
算
認
定
に
つ
い
て

日
本
共
産
党

　
75
歳
以
上
を
﹁
後
期
高
齢
者
﹂
な
ど

と
別
枠
に
追
い
込
み
、
医
療
内
容
を
制

限
し
、
保
険
料
は
年
金
か
ら
天
引
き

︵
埼
玉
県
の
１
人
当
た
り
平
均
額
は
９

万
４
０
０
０
円
と
高
い
︶
、
し
か
も
２

年
ご
と
に
引
き
上
げ
る
な
ど
、
制
度
の

根
本
が
間
違
っ
て
い
る
。
全
国
で
35
都

府
県
の
医
師
会
も
﹁
廃
止
﹂﹁
見
直
し
﹂

を
表
明
し
て
お
り
反
対
だ
。

平
成
20
年
度 

特
別
会
計
・
水
道
事
業
会
計
決
算

▲総合体育館

▼文化会館
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安心社会実現のため 22 年度予算

の確保を求める意見書

　22年度予算編成に当たり、高齢者医療制度や高額療養費の見直し・少

子化対策の拡充等、安心社会実現に十分な予算を確保し、また格差是

正・固定化を防ぐため雇用対策等セーフティネットの拡充・緑の経済と

社会の変革実現・ゲリラ豪雨等に対する災害対策に重点配分することを

要請する。

提出先：内閣総理大臣・厚生労働大臣・財務大臣

安心社会実現に向けて旧政権の予算を見直すべき

日本共産党

　意見書の個別要求は、旧政権の予算をベースにしている。安心社

会の実現と言うならば、労働者派遣法の抜本改正、後期高齢者医療

制度の撤廃、障害者自立支援法「応益負担」の廃止、生活保護の母

子加算の復活、高校授業料の無償化など、国民の暮らしを守る切実

な課題を解決することだ。

大胆できめ細

かな雇用対策

を求める

意見書

　我が国の経済は若干持ち

直しの動きが見られるが、

引き続き厳しい景気動向の

中で、雇用失業情勢は依然

として最悪の状況が続いて

いる。雇用に対するこれ以

上の悪化を防ぐ観点から、

生活支援給付金の迅速な対

応とともに、雇用調整助成

金の運用も積極的に対応す

るよう、強く要請する。

　　　　提出先：内閣総理大臣

　　　　　　　　厚生労働大臣

　
内
容
が
た
め
に
な
り
女
性
に

と
っ
て
、
い
か
に
重
要
で
あ
る
か
。

本
当
に
参
加
し
て
良
か
っ
た
で
す
。

︵
無
記
名
︶

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

　
広
報
を
見
て
気
に
は
し
て
い
ま

す
が
⋯
誠
に
申
し
訳
な
く
思
っ
て

お
り
ま
す
。
１
人
の
た
め
の
生
活

保
護
に
力
を
入
れ
て
い
た
だ
い
て

い
る
事
を
確
認
し
ま
し
た
。
短
い

時
間
で
し
た
が
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
︵
藤
久
保
　
Ｉ
さ
ん
︶

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

　
道
路
行
政
に
つ
い
て
議
員
が
住

民
の
声
を
ま
じ
め
に
聞
き
、
そ
れ

を
も
と
に
質
問
さ
れ
、
感
心
し
ま

し
た
。
道
路
行
政
は
町
だ
け
で
は

解
決
で
き
な
い
。
国
・
県
・
隣
接
の

市
と
の
交
渉
、
調
整
が
必
要
で
町

の
行
政
の
苦
労
が
よ
く
分
か
っ
た
。

そ
の
意
味
に
お
い
て
市
町
村
合
併
、

地
方
分
権
の
必
要
性
を
感
じ
た
。

︵
藤
久
保
　
Ｆ
さ
ん
︶

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

　
行
政
の
中
身
が
少
し
で
も
勉
強

で
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

︵
藤
久
保
　
Ｓ
さ
ん
︶

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

　９月定例会を傍聴された方から、ご意見ご感想をいただきました。

　その一部をご紹介します。

● 

夜
間
議
会
に
関
す
る
ご
感
想 

●

　
通
常
昼
間
の
議
会
は
参
加
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
今
回
事
前
の
通
報

等
が
あ
り
参
加
で
き
ま
し
た
。
大

変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
後
も
続
け
て
頂
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
　
　
︵
藤
久
保
　
Ｆ
さ
ん
︶

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

　
夜
間
議
会
に
つ
い
て
は
皆
様
、

町
の
役
員
、
議
員
さ
ん
が
全
員

揃
っ
て
、
お
ち
つ
い
て
出
来
る
と

い
う
事
。
大
変
良
い
事
だ
と
思
い

ま
し
た
。
　
︵
藤
久
保
　
Ｓ
さ
ん
︶

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

　
夜
間
議
会
初
め
て
で
す
。
多
数

参
加
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
関
心
が

あ
る
の
か
。
良
い
方
法
だ
と
思
い

ま
す
。
　
　
︵
藤
久
保
　
Ｔ
さ
ん
︶

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

◆◆ 意見書・傍聴席から ◆◆

夜
間
議
会
を
開
催
し
ま
し
た

　
定
例
会
中
の
９
月
８
日

（火）
に
夜
間

議
会
を
開
催
し
ま
し
た
Ί
昨
年
よ
り

も
多
く
の
方
に
傍
聴
い
た
だ
き
Ὶ
議

員
３
名
の
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
Ί

　
ア
ン
ケ
ῴ
ト
に
よ
り
Ὶ
ご
意
見
を

い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
紙
面
の
関
係

上
Ὶ
一
部
で
は
あ
り
ま
す
が
掲
載
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
Ί
掲
載
で
き
な

か
ℕ
た
方
の
ご
意
見
も
参
考
に
し
Ὶ

今
後
も
‎
開
か
れ
た
議
会
‏
を
目
指

し
努
力
し
て
参
り
ま
す
Ί

傍聴者数内訳

９月 １日 ----- １名

９月 ３日 ----- １名

９月 ７日 --- 16 名

９月 ８日 --- 27 名

（うち夜間　27 名）

９月10 日 ---- ６名

９月11 日 ---- １名

９月15 日 ---- ０名

９月16 日 ---- ２名

（合計　54 名）
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議　案　等　名　称

結 果

大 空 公 明 党 21クラブ 日本共産党

ネ
兊
ト
ワ
ῴ

ク

三

芳

民
主
党

会 派

議員名

み
よ
し

ク
ラ
ブ

平成21年 第5回定例会　審議結果と議員ごとの賛否内訳　　　　　（○：賛成　×：反対）

議
長

議
長

議
長

議
長

議
長

議
長

議
長

議
長

議
長

議
長

議
長

議
長

議
長

議
長

議
長

議
長

議
長

議
長

議
長

議
長

議
長

議
長

議
長

議
長

議
長

議
長

議
長

議
長

◆◆ 議案審議結果 ◆◆

専決処分の承認を求めることについて（三芳町一般会計補正予算　専決第１号） 承　認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

三芳町文化会館条例 可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

三芳町体育施設条例 可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

三芳町国民健康保険条例の一部を改正する条例 可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

公的法人等への職員の派遣等に関する条例 可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

公的法人等に派遣される職員の災害補償に係る処遇の特例に関する
条例

可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

三芳町道路線の廃止について 可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

三芳町道路線の認定について 可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成 21 年度三芳町一般会計補正予算（第２号） 可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成 21 年度三芳町老人保健特別会計補正予算（第１号） 可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成 21 年度三芳町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成 21 年度三芳町介護保険特別会計補正予算（第１号） 可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成 21 年度三芳町下水道事業特別会計補正予算（第１号） 可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成 21 年度三芳町水道事業会計補正予算（第２号） 可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

三芳町教育委員会委員の任命同意について（松本　薫氏） 同　意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

三芳町教育委員会委員の任命同意について（柳　榮治氏） 同　意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成 20 年度三芳町一般会計歳入歳出決算認定について 認　定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成 20 年度三芳町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について 認　定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ×

平成 20 年度三芳町老人保健特別会計歳入歳出決算認定について 認　定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成 20 年度三芳町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について 認　定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ×

平成 20 年度三芳町介護保険特別会計歳入歳出決算認定について 認　定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成 20 年度三芳町下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について 認　定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成 20 年度三芳町水道事業会計決算認定について 認　定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

「消費税の税率引き上げ反対を求める意見書」の提出を求める請願に
ついて

不採択 × × × × × × × × × × × ○ ○ ○

大胆できめ細かな雇用対策を求める意見書について 可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

安心社会実現のため 22 年度予算の確保を求める意見書について 可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ×

所得税法第 56 条の廃止を求める意見書について 否　決 × × × × × × × × × × × ○ ○ ○

日米ＦＴＡ締結交渉の中止を求める意見書について 否　決 × × × ○ × ○ × × × × ○ ○ ○ ○
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